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杉 山 昌 行

ご挨拶

　神奈川県印刷工業組合、組合員の皆様方に

おかれましては、益々ご清栄のこととお慶び

申し上げます。去る 5 月 16 日に開催されま

した通常総会におきまして、理事長職に再任

されました。この間 2 年の理事長在任中は

皆様の絶大なご支援ご協力の下、組合運営を

行う事が出来ました事、心より感謝申し上げ

ます。又、組合役員になられました方々には、

ご負担をお掛けするとは思いますがよろしく

お願い致します。

　先般 7 月 4 日・5 日の両日は、関東甲信

越静地区印刷協議会年次大会の主管県が神奈

川となっており 10 年に一度の大会を運営・

実行致しました。神奈川横浜大会を実行する

にあたり、1 年前に実行委員会を立ち上げ実

行委員長が中心となり、各担当別に打ち合わ

せを重ね当日を迎える事が出来ました。　当

日は、全体会議に始まり、理事長会・分科会・

事務局会議さらに各報告会に進み記念式典を

行いました。記念式典に於いては公務お忙し

い中、黒岩知事や自由民主党中小印刷産業振

興議員連盟常任理事の松本純様をはじめ神奈

川県印刷関連産業協議会名誉顧問加藤県議会

議員他、多くの来賓の方々のご出席を賜り、

全日本印刷工業組合連合会からは島村会長、

生井専務理事をお迎えして式典を無事終了す

る事が出来ました。

　最後に懇親会の開催となり組合員の皆様の

ご協力と関連企業の皆様によって、約 220

名の参加となり他県にない盛大な会を催す事

が出来ました。1 年前に「手作りの横浜大会

の実行」と計画し、アトラクションも、当

組合の大川副理事長による “ 社会貢献バンド

O’z” の演奏により、アンコールも数曲あり、

見事な演奏をしていただき会場がたいへん盛

り上がりました。

　このような形で 10 年に一度のブロック大

会を挙行出来ましたことは、組合員様の協力

なくしては実行出来なかったことと思いま

す。まずは、大会が無事終了する事が出来ま

したことと、今後の組合活動においては従来

に増して皆様のご理解とご協力を切にお願い

申し上げますと共に組合員、関係各位の方々

の益々のご繁栄をご祈念申し上げご挨拶とし

ます。

神奈川県印刷工業組合理事長
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第 57回通常総会を開催

　平成 26 年 5 月 16 日 ( 金 ) ロイヤルホール・

ヨコハマ ( 横浜市中区 ) において、当県工組第

57 回通常総会が開催され、平成 26 年度事業計

画および収支予算案など諸議案を審議、新年度の

事業方針を打ち出した。

　能條常務理事の司会進行により開会、上原副理

事長の開会のことばに続いて、昨年度の物故組合

員に黙祷を捧げたあと、杉山理事長が挨拶し組合

活動の現況について述べた。続いて川上前理事長

を議長に選出し審議に入る。平成 25 年度事業報

告、収支決算報告、また平成 26 年度事業計画案

および収支予算案が原案どおり承認された。

　新年度活動方針について杉山理事長は「昨年度

は、ＢＣＰ（事業継続計画）対策で組合独自のデー

タ保全システムを 2 タイプ用意。周知を図るため、

支部ごとの説明会開催やシステムベンダーによる

組合員事業所訪問などで採用事業所の拡大を目指

し、また、メンタルヘルス対策では、組合契約産

業医制度への取り組みを開始した。引き続き『印

刷道ーソリューション・プロバイダーへの深化』

へ向けた啓発など組合員の経営革新を支援してい

くほか、ＣＳＲ（企業の社会的責任）認定制度の

普及、各種教育研修事業を推進する。また、7 月 4・

5 日に横浜で開催される関東甲信越静地区印刷協

議会の第62回年次大会を神奈川工組が担当する。

業界を取り巻く環境は厳しいが、数のパワーは非

常にメリットがあると理事長になって実感した。

各社が持つそれぞれの特色と強みを結集してこそ

事業が成り立つ。一つひとつの事業に積極的に参

加していただけるよう努めていきたい」と挨拶。

　各委員会ごとに事業計画が提案され、これらの

事業推進のための予算として、31,820,000 円が

原案どおり承認された。また賦課金徴収方法につ

いても現行どおり承認された。ひきつづき、平成

神奈川県印刷工業組合
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26 年度の組合印刷功労賞受賞者が紹介され、杉

山理事長から表彰状と記念品が贈られた。

■横浜横須賀支部

　株式会社大川印刷　大川哲郎　殿

■湘南支部

　有限会社中島印刷　中島正彦　殿

　議事が終わり、上曽副理事長の閉会のことばで

総会を無事終了した。

　午後 6 時より 3 階のセレナーデの間にて懇親

パーティーが開催された。ご来賓、関連業界、報

道の方々を交え約 150 名が参加して賑々しく開

宴となった。

　まず、司会を担当した大川総務担当副理事長の

開会のことばに続いて杉山理事長の挨拶があり、

神奈川県産業労働局産業・観光部長の守屋充様、

神奈川県中小企業団体中央会企画情報部長の遠藤

雄二様よりご祝辞を賜り、引続き神奈川県議会議

員の加藤元弥様のご発声により乾杯、祝宴に入っ

た。会場のあちこちで歓談の輪が広がる中、盛り

上がったところで、江森副理事長の一本締めでお

開きとなった。
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委員長兼務常務理事

支部長兼務常務理事
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危機管理対策特別委員会担当

全日本印刷工業組合連合会（以下全印工連）　理事

関東甲信越静地区印刷協議会　幹事

神奈川県印刷関連産業協議会（以下印産協）　会長

杉 山 昌 行

神奈川正和会・緑友会・全青協担当
総務・組織委員会担当

上 曽 朋 広
全印工連担当
教育・研修委員会担当

江 森 克 治

組織・財務担当
環境・労務委員会担当

大 川 哲 郎
渉外担当
経営革新・マーケティング委員会担当

上 原 健 一

平成 26・27 年度　理事長　副理事長

理事長

副理事長

副理事長

副理事長

副理事長
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　経営革新・マーケティング委員会で

は、常に印刷業界の動きや経営環

境の変化にアンテナを張り、いち早

い情報提供や方向性の提示を心が

けていきます。

　セミナーテーマとして考えているのは、

①「印刷道－ソリューション・プロバイダーへの深化」

へ向けた啓発・支援

②情報セキュリティ認定制度（ＰＩＳＭ）の運営、

普及

③業態変革、感性価値創造等への取り組み支援

④その他、経営革新・マーケティングに関する学習

機会の提供などです。

　また、この委員会では、実践プロジェクトへの取

り組みと認定制度の運営についても事業の一環とし

ています。

　実践プロジェクトでは、厳しい状況下で苦労をさ

れ将来の見通しは不安だが頑張るという経営者もし

くは経営幹部の皆様に、業界を取り巻く厳しい経

営環境変化に耐えうる自社の正確な立ち位置の把

握と経営にもっとも必要な利益計画に基づく経営企

画の実例研修を企画、検討したいと考えています。

　認定制度については、「印刷業　情報セキュリティ

マネージメントシステム」（ＰＩＳＭ）制度をより多く

の組合員に取得していただきたくひきつづき取り組

んで行きます。

　日頃、組合活動にご協力を頂きあ
りがとうございます。
　総務・組織委員会は一年を通じ
てとても忙しい委員会であることを

　つくづく感じさせられています。
　新年賀詞交歓会の設営・運営、通常総会の諸準
備、三役会・常務理事会・理事会・委員会等すべ
ての会議の設営等々、日常的に多岐にわたる活動
に関わらなければなりません。
　加えて、官公需推進や互助事業のように、以前
は独立した委員会で取り組んでいた事業も、今は
当委員会の職掌になっています。
　また、今年度は 10 年に一度回ってくる関東甲信
越静地区印刷協議会の主管県となったため、夏の
年次大会が当県工組の担当となりました。
　平成 26 年７月４日に第 62 回年次大会を神奈川
県で開催、当組合が設営・運営を全面的に担当、
他９県の方々を横浜の地にお迎えし、別掲記事に
あるように、盛大な記念式典と交流懇親会を挙行
いたしました。
　当委員会は、いわば「なんでも委員会」のごとく
ですが、厳しい経営環境の中で、組合運営におけ
る経費の削減、各常設委員会の労力負担の軽減を
図り、その上でより充実した事業が展開できる環境
を下支えする重要な任務だと認識しています。組合
員各位におかれては、これからも積極的に組合活
動にご参加いただき、組合活性化にご協力いただ
きますようお願い申し上げます。

委 員 会 紹 介

■総務・組織委員会　委員長　能條三夫 ■経営革新・マーケティング委員会　委員長　高橋里司
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　今年度より環境委員会に労務課題

が統合され、環境・労務委員会と

して新たなアウトプットが求めら

れると感じております。

　 この二年ほど、先頭に立って環境課題

への取り組みを唱えてきたはずの印刷業界から、

胆管がんの発生に見られるような、有機溶剤の

使用・運用・管理に於ける基本的な問題の所在

が指摘される事態が惹き起こされました。

　私たちがいうところの継続可能な社会とはど

んな社会であるかを考えた時に、そして企業に

とっての財産は何であるかを考えた時に、大変

残念な事態でありました。

　これを奇貨とし、労働環境に視野を広げ委員

会の活動の大切な軸として取り組んでいきたい

と考えています。

　一方、前教育・労務委員会の活動が結実し、

メンタルヘルス課題への取り組みが産業医制度

としてスタートいたしました。この活動を継続・

発展していきたいと思います。併せて労務関係

法令・労務トラブル事例に関する情報提供など

にも取り組んでまいります。

　また、従来より環境課題に取り組んでいる

NPO 等との連携をさらに深めるとともに、地域

社会における私たち組合員の CSR 活動のあり方

に方向性を示せればと思っています。

　現在の印刷産業は 1998 年からの

長期低落傾向にあり、出荷額は年

率２％ペースで縮小してきており

ます。市場縮小の要因は、少子高

　 齢化、経済成長の成熟、メディアの多

様化の 3 点に集約されます。

　このような状況にあって印刷業のもっている

自社の特色を認識し、その強みをプレゼンでき

るコミュニケーション能力を身につける必要が

あります。将に時代に即した教育 ･ 研修でなけ

ればなりません。

　2014・2015 年度の教育 ･ 研修委員会では従

業員の資質・技術の向上、人材の育成 ･ 確保の

ための教育 ･ 研修を行っていきます。全ての人

に優しく、より多くの人に伝わる情報を提供す

る MUD（メディアユニバーサルデザイン）活動

に取り組みます。そして全印工連主催の MUD コ

ンペティションへの参加を一般の方にも呼びか

けをして勉強して行きたいと思っております。

　また印刷業が独自にもっている技術力による

商品開発などの部門に焦点を当てて、印刷加工

連が行っている事例を取り上げて研修会を行い

たいと思います。また 3D プリンターの事例研究

なども取り入れて新しい印刷業の形を組合員全

体で勉強していきたいと思っております。　神奈川印刷ニュース  H55mm×W150mm

コダックのCTPプレート製品用の現像液は、弱アルカリ性。 
特別な装置や処置の追加無しに、
コンクリートとしての再利用が可能です。 
現像廃液の処理費用を従来よりも1割程度削減※でき、 
環境対応とコスト削減の両立を実現。 
印刷会社様の環境対策をコダックは支援します。

www.kodak.co.jp

コダック「マテリアル リサイクル」に
ついてのお問い合わせはこちら

TEL 03-5577-1200

CTP現像廃液をコンクリートにリサイクル。
コダックとともに社会貢献しませんか。
̶̶コダック「マテリアル リサイクル」 プロジェクト̶̶

※自社調べ 

■教育・研修委員会　委員長　石川達男 ■環境・労務委員会　委員長　森下　治
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　危機管理対策特別委員会では、３
年間、非常時に備え、各組合員の
事業継承の一環として、データバッ
クアップシステムの構築に取り組ん

で来ました。
　その結果、アイネット社（i システム）ビットパー
ク社（B システム）のシステムが完成し、前期より
導入促進の活動に入って各社で検討していただいて
います。
　システムの導入に際しては、各社の使用目的に
よりデータの取り扱いが異なる為、既存システムに
データバックアップシステムをどのように適合させて
いくか、保管すべきデータとその必要の無いもの
の弁別、常に新しいデータを残すための仕組みの
工夫などが問題となります。
　また、企業の発展に伴いデータが増加すること
が予測され、その際に費用を一定化する面からの
データ保全の検討も必要になると思われます。
　先行するデータ保管事例をできるだけ具体的に
紹介していきたいと考えていますが、それらを参考
にすることで組合員各社がこのシステムを上手に利
用できるようになり、事業継承の為の備えに不断に
注力していることをアピール出来るツールとなれば
と願っていますし、そのことを通して顧客から一層
の信頼を得られるようになることを願っています。
　また、当委員会では昨年、４社が自社をモデル
にして災害時の事業継承案を作成しましたが、そ
の成果を「神奈川印刷ニュース」等を活用して発表
出来ればと考えています。

■横浜中央支部
中 矢 忠 雄

■横浜横須賀支部
森 泉 拓 二

■横浜北支部
高 石 真 克

■川崎支部
中 谷 克 宏

■湘北支部
古 木 直 人

■湘南支部
中 島 正 彦

■小田原支部
栗 木 良 和

■危機管理対策特別委員会　委員長　山下利治 新 支 部 長



− 9 −− 8 −

「居酒屋　魚とワイン　hanatare」 

　神奈川県印刷工業組合の拠点である印刷会館は、昭和
42 年に、横浜駅東口５分、横浜市西区高島２－ 10 － 20
の地に建設され、爾来 47 年、東日本大震災の激震にもよ
く耐えて、今なお見事に健在ですが、２年ほど前の平成
24 年秋にちょっとした変化がありました。
　会館の３階４階は、神奈川県印刷工業厚生年金基金とと
もに組合が産み出した関連組織である全国印刷工業健康保
険組合神奈川支部が長く事務所を置き、いわば身内テナン
トとして会館に組合と同居していたのですが、諸般の事情
により神奈川支部事務所を閉鎖、平成 24 年 10 月に会館
３階４階を退去することになったのです。
　この事態に対応するにあたって組合は、１階にあった組
合事務所を３階に移し、１階部分に一般テナントを募集
することにしたのですが、幸いにも比較的早いタイミン
グで新しいテナントが決まりました。それが㈱ First Drop

（ファーストドロップ、平尾謙太郎社長）です。
　ファーストドロップは、横浜・東京に＜はなたれシリー
ズ＞を展開している気鋭の居酒屋さんですが、その８番
目の店舗として、印刷会館１階に「魚とワイン hanatare」
が同年 12 月にオープンしました。印刷会館と同じ道路
沿いの少し先に「海を愛する はなたれ小僧 横浜駅東口
店」があり、横浜東口では２軒目になります。現在では㈱
First Drop が経営する＜はなたれシリーズ＞は 10 店舗に
達して 2003 年の創業以来、「鮮魚・地野菜・おいしいお
酒」を三本柱とし、一貫して店名の由来である「最初の一
滴」の美味しさにこだわり、そのこだわりを日本酒だけで
はなく、「食材旬の走り」に拡げた店づくりがモットーで、
早朝に水揚げされた鮮魚、鎌倉の朝市などで生産者が直接
販売している旬の野菜、厳選された地酒とワイン等と他の
店舗にはない特色があらわれているようです。

　特筆すべきことがもうひとつあり、大切な海の自然を守
る社会貢献事業「生しらすプロジェクト」です。これは、
市場では取り引きされない希少で美味しい『湘南しらす』
を、自分の孫の世代にも食べさせたい、そのために豊かで
きれいな海を守らなければならない、という想いから生ま
れたもので、佐島のしらす漁師・山茂丸に直接しらすを買
い付けに行き、ファーストドロップ経営の店舗で、そのし
らすを使った対象メニューを注文すると、その売上げの１
% を、半年に一度、海の環境保全団体に寄付する、または、
水産資源を増やす放流事業、ビーチクリーンなどの活動に
使用するというものです。
　平尾社長は、お客様も参加できる形で、自然や海に還元
していけるこの活動をこれからも続けていきたいと話して
います。

　平尾社長から、印刷組合にうれしい提案がありました。
下記の店舗にこの神奈川印刷ニュースを持参されると、「朝
どり生しらす」の刺身をサービスしてくれるそうです。生
しらすは、ファーストドロップのメインメニューです。

■＜横浜・長者町＞魚と酒 はなたれ 本店
　伊勢佐木長者町駅 1 分　関内駅北口 7 分
　045-243-4339
■＜横浜・桜木町＞日本酒 ｓａｋａ蔵
　桜木町駅南口 1 分
　045-243-2911
■＜横浜・鶴屋町＞魚と酒 はなたれ 横浜鶴屋町店
　横浜駅西口 3 分
　045-624-8430
■＜横浜駅東口＞海を愛する はなたれ小僧 横浜東口店
　横浜駅東口 4 分
　050-5797-5250
■＜東京・品川＞魚と酒 はなたれ 品川店
　品川駅港南口 3 分 
　050-5797-5251

■＜横浜・野毛＞魚とワイン はなたれ 野毛店
　桜木町駅南 2B 出口 3 分 
　050-5797-5252
■＜東京・丸の内＞魚と酒 はなたれ 丸の内本店
　東京駅 3 分 　二重橋前駅 1 分　 有楽町駅 8 分 
　050-5797-5253
■＜横浜駅東口＞魚とワイン ｈａｎａｔａｒｅ
　横浜駅東口 3 分　
　050-5796-9657
■＜東京・人形町＞魚と酒 はなたれ 人形町店
東京駅八重洲北口 2 分 日比谷駅 5 分 
050-5789-2714
■＜東京・丸の内＞魚と酒 はなたれ 丸の内トラストタワー店
　東京駅八重洲北口 2 分 日比谷駅 5 分 
　03-6269-9924

■印刷会館テナント紹介

印刷組合関係者に特別サービス !!



− 10 −

　平成 26 年７月４日（金）ローズホテル横
浜において、関東甲信越静地区印刷協議会第
62 回年次大会 in 神奈川が開催されました。
当日のブログラムは、協議会定例全体会議、
理事長会・分科会、分科会報告・年次大会記
念式典、交流懇親会。
　全体会議は、本年次大会主管県である神奈
川県印刷工業組合の大川哲郎副理事長が司会
進行を担当、まず最初に主管県を代表し神奈
川県印刷工業組合杉山昌行理事長が「ようこ
そ、神奈川の地へ」と歓迎の挨拶を申し述べ
ました。続いて全日本印刷工業組合連合会島
村博之会長が挨拶に立ち、印刷業が直面して
いる現下の諸情勢についての認識と、全印工
連がこれにどう立ち向かわなければならない
か及びどう立ち向かおうとしているか、につ
いてプレゼンテーションを行い、全日本印刷
工業組合連合会生井専務理事が全印工連の運
営と事業に関して詳細な報告を行いました。
　この全体会議の内容を受け、理事長会と各
委員会ごとの分科会を、会場を移して開催、
報告確認や協議が熱心に行われました。
　ふたたび全体会議の会場に戻った後は、そ
れぞれの会議内容の報告会に移り、理事長会
については関東甲信越静地区印刷協議会日暮

秀一会長が報告、各分科会の報告は、経営革
新・マーケティング委員会が新潟県印刷工業
組合の佐藤委員長、環境・労務委員会が栃木
県印刷工業組合の市川副委員長、組織・共済
委員会は茨城県印刷工業組合の蓮見委員長、
教育・研修委員会が静岡県印刷工業組合の長
澤委員長、CSR 推進専門委員会が神奈川県印
刷工業組合の江森委員長、官公需対策専門委
員会が埼玉県印刷工業組合の岩渕委員長、に
よってそれぞれ行われました。

　しばらく休憩したあとは、いよいよ記念式
典で、式典の司会は神奈川県印刷工業組合上
原健一副理事長が担当、神奈川県印刷工業組
合江森克治副理事長による開式の辞のあと、
全員で国歌を斉唱し、昨年の大会以降物故せ
られた組合員への黙祷、神奈川県印刷工業組

神奈川県印刷工業組合

第 62 回年次大会 in 神奈川
関東甲信越静地区印刷協議会
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合森泉拓二常務理事の先導による「印刷産業
人綱領」の唱和、関東甲信越静地区印刷協議
会日暮秀一会長の挨拶と続きました。
　今回来賓筆頭としてお招きしたのは、黒岩
祐治神奈川県知事で、公務ご多端の中、蛯名
喜代作産業労働局長を帯同して駆けつけてく
ださり、期待感あふれるご祝辞をいただきま
した。続いて、自由民主党中小印刷産業振興
議員連盟常任幹事の松本純衆議院議員が議員
連盟中曽根弘文会長のご祝辞を代読、三人目
のご祝辞は神奈川県印刷関連産業協議会名誉
顧問の加藤元弥神奈川県議会議員でした。各
県の理事長の紹介のあとは、本年度総会の終
了を以って任期満了となり、退任される役員
諸氏への感謝状の贈呈で、日暮秀一会長より
楯と記念品が贈られ、受賞者を代表してのご
挨拶は埼玉県印刷工業組合櫻井豊喜前副理事
長でした。
　式典の最後は、次期主管県＝開催県である
埼玉県の紹介で、埼玉県からの全参加者が登
壇、代表して新井理事長が力強く挨拶、これ
を以て式典は終了となり、神奈川県印刷工業
組合能條常務理事の閉会の言葉で幕を閉じま
した。
　引き続いての交流懇親会は、ローズホテル
横浜＝重慶飯店自慢の中華料理が着席テーブ
ルに次々に運び入れられての賑々しい宴とな
りました。司会進行を務めたのは、神奈川県
印刷工業組合の上曽朋広副理事長で、開宴に
先立ち、各県の参加者が理事長を先頭に次々
に鬨の声を上げてエールを交換、懇親会での
来賓代表挨拶は神奈川県中小企業団体中央会
嶋田専務理事、引き続き 40 名を超える大結
集となった関連企業を紹介したあと、神奈川
県印刷工業組合川上彰久前理事長の発声で乾
杯、祝宴に入りました。
　ひとしきり懇談と祝杯が進んだ後、今回の

特別ゲストとして迎えた本年秋の全印工連
2014 全日本印刷文化典京都大会を鋭意準備
中の京都府印刷工業組合瀧本正明理事長が司
会者によって紹介され、瀧本理事長が笹原専
務理事とともに登壇、持ち前の強烈なキャラ
クターぶりを遺憾なく発揮しながら京都大会
の熱烈なアピールを場内に展開されました。
続いてアトラクションタイムとなり、神奈川
県が誇る社会貢献バンド O’z（オーズ）が登
場、このオーズは、神奈川県印刷工業組合大
川副理事長を中心とした社長バンドですが、
そのキャスティングと見事な演奏や歌が場内
の驚きと賞賛を集め、ヤンヤの拍手喝采で大
いに盛り上がりました。あっという間の２時
間が過ぎ、最後は神奈川県印刷工業組合中矢
忠雄常務理事の中締めでおひらきとなりまし
たが、どうやら、さすが神奈川との強い印象
を残すことのできた年次大会となりました。

　関ブロ年次大会恒例の二次会は、神奈川正
和会の全面協力のもと神奈川ならではのユ
ニークな企画で試みられました、正和会メン
バーが身を以て体験した横浜市内のお勧め５
店をフライヤーで紹介、募ったそれぞれの希
望者を正和会と実行委員のメンバーが店にア
テンドする、という方式は、とても歓迎され
たようです。
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訃

報

謹んでお悔やみ申し上げます。
横浜横須賀支部　齋藤せつ子　87 歳　平成 26 年　４月 26 日　文教印刷㈱社長のご母堂

横浜中央支部　　橋本智代子　67 歳　平成 26 年　４月 29 日　㈲湘南印刷所社長

横浜北支部　　　江森　好江　82 歳　平成 26 年　６月　５日　㈱江森印刷所社長

湘南支部　　　　笠原　祥子　77 歳　平成 26 年　６月　９日　カサハラ印刷㈱社長のご母堂

組

合

員

の

動

き

４月１０日	 常務理事会	 組合事務所　
４月１０日	 三役会	 組合事務所　
４月１１日	 決算打合せ	 組合事務所　
４月１５日	 期末監査	 組合事務所　
４月１８日	 理事会	 組合事務所　
５月　８日	 三役会	 組合事務所　　
５月１６日　　理事会	 ロイヤルホールヨコハマ　　
５月１６日　　第５７回通常総会・懇親会	 ロイヤルホールヨコハマ　　
５月２６日　　関ブロ実行委員会	 組合事務所　　　　　　　　　
６月２５日　　関ブロ実行委員会	 組合事務所
７月　４日　　関東甲信越静地区印刷協議会
　　　　　　　　上期定例会　第６２回年次大会	 ローズホテル横浜
　　　５日　　〃	 ローズホテル横浜
７月１０日　　三役会	 組合事務所　　　　　　　　　　　　　
７月１７日　　理事会	 ヨコハマプラザホテル

平成26年７月17日現在　208社

脱 退 横浜中央支部　　㈲恵文堂
横浜北支部　　　飯田印刷㈱
横浜横須賀支部　㈲東洋堂印刷所

加 入 湘南支部　　　　㈱アシスト　代表取締役社長　鈴木　浩一
　　　　　　　　　　　　　　〒 252-0815　藤沢市石川 1-5-6-103
　　　　　　　　　　　　　　TEL　0466-53-8872　FAX　0466-53-8873

代表者変更 横浜北支部　　　朝日オフセット印刷㈱　　廣田　　稜
横浜北支部　　　㈱江森印刷所　　　　　　江森　克仁
横浜中央支部　　㈲湘南印刷所　　　　　　板谷　文宏
横浜横須賀支部　三恵印刷興業㈱　　　　　原田　紗代子
横浜横須賀支部　㈱ Yuki　Print　　　　　赤沢　　要

支 部 変 更 湘南支部から横浜横須賀支部へ
　　　　　　　　㈱コスミックサプライ　代表取締役社長　小林　憲人
　　　　　　　　　　　　　　〒 220-0011　横浜市西区高島 2-11-2
　　　　　　　　　　　　　　TEL　045-594-7341　FAX　045-594-7361

住 所 変 更 　　　　　　　　㈱タウンニュース社
　　　　　　　　　　　　　　〒 225-0014　横浜市青葉区荏田西 2-1-3
　　　　　　　　　　　　　　TEL　045-913-4111　FAX　045-913-2726

タイアップ企業募集！（繋がるスケールメリット）
「神奈川印刷ニュース」では読者にメリットを実感して頂けるようタイアップ企業の掲載紹介を展開検討し
ています。これは組合員各社の得意先や関係会社を掲載紹介しながら読者に店舗や商品のサービスやクーポ
ン等のメリットをお届けしたいという試みになります。
掲載紹介に関しての相談・質問は組合事務局へご連絡下さい。
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タテ 
（１）天下の三名泉の１つ。兵庫県の名湯「○○○温泉」
（２）天下の三名泉の１つ。岐阜県の名湯「○○温泉」
（３）天下の三名泉の１つ。群馬県の名湯「○○○温泉」
（４）水を多くして米を軟らかく炊いたもの。○○。
（５）原子力発電・火力発電・水力発電・○○○○○発電・太陽光

発電・・・。
（６）○○○洗車場。○○○ランドリー。
（７）￥が○○、E がユーロ、L がポンド。
（８）「地獄めぐり」で有名な大分県の名湯「○○○温泉」
ヨコ 

（Ａ）イルカや○○○は水族館でショーをする動物として人気です。
（Ｂ）思春期から青年期にかけて、男性は○○変わりが著しい。
（Ｃ）朝霧に包まれた幻想的な風景が人気の大分県の名湯「○○○

○温泉」
（Ｄ）辞職で○○を引くのか？逮捕までいくのか？あっけない○○

切れ。
（Ｅ）○○命。天○○。機○○。
（Ｆ）尻尾に毒針を持ち滋養強壮に効果があります。○○○。
（Ｇ）「花鳥風○○」
（Ｈ）火を止めてフライパンの○○○で調理する。
（Ｉ）○○湯、○○草、百○○。

　　　『カギ』の 4文字で、言葉を作ろう！

■応募方法締切

下記解答欄 4 マス及び社名、氏名、連絡先 TEL を記入の上、このページを 2014 年 8 月末日までに神奈川
県印刷工業組合  事務局へ FAX045-453-2383 にてお送り下さい。　（期日を過ぎると抽選対象外となります）
正解者の中から抽選で 10 名様に粗品を進呈いたします。当選者の発表は、景品の発送をもってかえさせて
頂きます。

頭の体操 ☆柔軟発想へ Go!!

解 答 欄 □ □ □ □
社　　　名

氏　　　名

連絡先 TEL

ヒント：恥ずかしい。
　　　　嬉しい。
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